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民
間
医
療
保
険
や
生
命
保
険
に
適
切
に
加
入

で
き
て
い
る
か
ど
う
か
。
そ
れ
は
、「
必
要
保
障

額
」
を
算
出
し
た
上
で
判
断
し
ま
す
。
必
要
保

障
額
と
は
、
自
分
や
家
族
の
将
来
や
、
万
一
の

場
合
に
対
し
、
ど
の
程
度
の
備
え
が
必
要
で
あ

る
の
か
を
見
積
も
っ
た
金
額
の
こ
と
。
公
的
保

障
等
、
既
に
自
分
に
備
わ
っ
て
い
る
保
障
は
差

し
引
い
て
算
出
し
ま
す
の
で
、
必
要
保
障
額
を

正
確
に
把
握
す
る
た
め
、
ひ
い
て
は
、
適
切
な

保
険
の
選
択
の
た
め
に
も
、
自
分
の
加
入
す
る

公
的
保
障
の
こ
と
は
き
ち
ん
と
知
っ
て
お
き
た
い

も
の
で
す
。

シ
リ
ー
ズ
3
回
目
と
な
る
今
回
は
、
地
方
公

務
員
の
加
入
す
る
公
的
医
療
保
険
制
度
で
あ
る
、

共
済
組
合
短
期
給
付
制
度
を
解
説
し
て
い
き
ま

す
。
共
済
組
合
で
は
、
年
金
を
「
長
期
給
付
」

と
い
う
の
に
対
し
、
医
療
保
険
を
「
短
期
給
付
」

と
呼
称
し
ま
す
。

を
受
け
た
り
す
れ
ば
、
当
然
そ
の
分
だ
け
家
計

へ
の
負
担
は
大
き
く
な
り
ま
す
。
負
担
が
過
大

と
な
っ
た
場
合
の
一
助
と
し
て
は
、
民
間
医
療

保
険
や
生
命
保
険
へ
の
加
入
も
ひ
と
つ
と
し
て

考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
共
済
組
合
を
含
む

公
的
医
療
保
険
に
は
、
自
己
負
担
を
大
幅
に
軽

減
す
る
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
。

こ
こ
で
は
負
担
軽
減
に
役
立
つ
制
度
と
し
て
、

「
高
額
療
養
費
制
度
」
及
び
「
一
部
負
担
金
払

戻
金
」
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

高
額
療
養
費

高
額
療
養
費
と
は
、
1
ヵ
月
間
（
月
初
め
～

終
わ
り
）
の
医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
上
限
額

を
超
え
た
場
合
、
超
過
額
が
支
給
さ
れ
る
制
度
。

支
給
額
は
、
年
齢
等
の
要
件
に
よ
り
異
な
り
ま

い
わ
ゆ
る
保
険
証
で
あ
る
共
済
組
合
の
組
合

員
証
。
医
療
機
関
の
窓
口
で
提
示
す
る
と
、
医

療
費
の
自
己
負
担
が
3
割
と
な
る
の
は
皆
さ
ん

ご
承
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
「
療

養
の
給
付
」
と
い
い
、
数
あ
る
短
期
給
付
の
う

ち
の
ひ
と
つ
で
す
。

短
期
給
付
の
種
類
は
図
1
の
と
お
り
で
す
が
、

こ
れ
ら
は
「
法
定
給
付
」
と
い
い
、
す
べ
て
の

地
方
公
務
員
共
済
組
合
で
行
わ
れ
て
い
る
給
付

で
す
。
そ
の
他
各
共
済
組
合
に
よ
り
「
附
加
給

付
」
も
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
本
稿
で
は
、
法

定
給
付
を
中
心
と
し
て
短
期
給
付
制
度
を
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

医
療
費
負
担
を
抑
え
た
い
！

医
療
費
の
自
己
負
担
率
は
3
割
と
は
い
え
、

た
く
さ
ん
病
院
に
か
か
っ
た
り
、
高
額
な
治
療

シ
リ
ー
ズ  

公
的
保
障
の
基
礎
知
識  

Vol.3
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す
が
、
こ
こ
で
は
最
も
一
般
的
な
、
70
歳
未
満

の
人
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。
図
2
の
計
算

式
か
ら
、
1
ヵ
月
の
負
担
の
上
限
額
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

い
く
ら
く
ら
い
戻
っ
て
く
る
の
？

で
は
、
高
額
療
養
費
の
支
給
額
は
ど
れ
ぐ
ら

い
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
次
頁
の
図
3
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
図
3
の
例
で
は
、
一
旦
は
窓
口
で
医

療
費
の
3
割
で
あ
る
30
万
円
を
支
払
う
こ
と
と
な

り
ま
す
が
、
事
後
的
に
高
額
療
養
費
と
し
て
21

万
2
5
7
0
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
差
し
引

図2　高額療養費算定基準額（自己負担上限額）の計算式

区分 給付事由
給付の種類

組合員の場合 被扶養者の場合

保険給付

病気・負傷

療養の給付
入院時食事療養費
入院時生活療養費
保険外併用療養費
療養費
訪問看護療養費
移送費
高額療養費
高額介護合算療養費

家族療養費

家族訪問看護療養費
家族移送費
高額療養費
高額介護合算療養費

出産 出産費 家族出産費

死亡 埋葬料 家族埋葬料

休業給付 休業等

傷病手当金
出産手当金
休業手当金
育児休業手当金
介護休業手当金

災害給付 災害
弔慰金
災害見舞金

家族弔慰金

赤字：本稿にて紹介

70歳未満の人の場合

所得区分 高額療養費算定基準額

上位所得者
特別職：月給53万円以上

その他：月給42万4千円以上

150,000＋（医療費－500,000円）×1％
[83,400円]

一般
80,100円＋（医療費－267,000円）×1％

[44,400円]

低所得者
（市町村民税非課税者等）

35,400円
[24,600円]

※１　“医療費”は、窓口負担額（3割）ではなく、総額（10割）です。
※２　[　]内は高額療養費多数該当（４回目以降）の場合の上限額です。

図１　短期給付の種類（法定給付）
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き
8
万
7
4
3
0
円
が
最
終
的
な
自
己
負
担
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。
負
担
が
大
幅
に
軽
減
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
高
額
療
養
費
の
支
給
に
は
、
数
ヵ

月
の
時
間
を
要
し
ま
す
。
戻
っ
て
く
る
お
金
と

は
い
え
、
一
度
に
30
万
円
の
負
担
は
大
き
い
、

と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
時
、「
限

度
額
適
用
認
定
証
」
が
活
躍
し
ま
す
。

限
度
額
適
用
認
定
証

高
額
療
養
費
の
支
給
は
事
後
と
な
る
の
が
通

常
で
す
が
、
入
院
等
の
場
合
に
限
り
、「
限
度

額
適
用
認
定
証
」
を
組
合
員
証
と
共
に
提
示
す

る
こ
と
で
、
窓
口
負
担
を
初
め
か
ら
自
己
負
担

上
限
額
に
と
ど
め
る
こ
と
が
可
能
で
す
（
図
4
）。

な
お
、
限
度
額
適
用
認
定
証
の
交
付
を
受
け
る

に
は
、
共
済
組
合
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。

そ
の
他

・
世
帯
合
算

高
額
療
養
費
の
算
定
に
あ
た
っ
て
は
、
組
合

員
本
人
の
自
己
負
担
額
だ
け
で
な
く
、世
帯
（
組

合
員
本
人
と
そ
の
被
扶
養
者
）
を
単
位
と
し
、

合
算
し
ま
す
。
た
だ
し
、
70
歳
未
満
の
人
に
つ

い
て
は
、
2
万
1
0
0
0
円
以
上
の
診
療
報
酬

明
細
書
（
1
ヵ
月
間
に
1
つ
の
保
険
医
療
機
関

等
で
か
か
っ
た
自
己
負
担
額
の
明
細
）
の
み
が

合
算
対
象
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。

・
高
額
介
護
合
算
療
養
費

世
帯
内
に
介
護
を
受
け
て
い
る
人
が
い
る
場

合
、
医
療
費
と
介
護
費
を
合
わ
せ
る
と
家
計
の

負
担
が
大
変
大
き
く
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
場
合
の
負
担
を
軽
減
す
る
目

図3　高額療養費の支給例（70歳未満・一般所得者）

図4　限度額適用認定証の効果

（例）１００万円の医療費で、窓口負担（3割）が３０万円かかる場合
　○自己負担上限額：80,100円＋（1,000,000円－267,000円）×1％＝87,430円
　○高額療養費支給額：300,000円－87,430円＝212,570円

70万円30万円

70万円高額療養費
212,570円

87,430円
共済組合から支給

●3割負担の場合

●高額療養費の支給

共済組合から支給
30万円を負担するところ…

高額療養費により、負担が大幅減！

自己負担

自己負担

医療費　100万円

医療費　100万円

病院で30万円を支払う
→後日、高額療養費212,570円が支給
→差引87,430円の自己負担

病院での支払額が
はじめから87,430円で済む

限度額適用
認定証を

使わない

使う

図5　一部負担金払戻金による負担減

※　25,000円は一例です。共済組合により基準額は異なります。

自己負担額

300,000円

高額療養費
の支給

3割負担

一部負担金
払戻金の支給 一部負担金払戻額

87,430円 高額療養費

25,000円

最終負担額 25,000円
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的
で
、
平
成
20
年
4
月
か
ら
、「
高
額
介
護
合

算
療
養
費
」
制
度
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

1
年
間
（
8
月
～
7
月
）
の
医
療
保
険
・
介

護
保
険
の
自
己
負
担
額
を
合
計
し
、
自
己
負
担

上
限
額
を
超
え
る
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
上

限
額
は
、
70
歳
未
満
の
一
般
所
得
者
世
帯
で
は

67
万
円
で
す
が
、
所
得
・
年
齢
区
分
等
に
応
じ
、

料
が
支
給
さ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
場
合
の
保

障
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

傷
病
手
当
金

地
方
公
務
員
が
病
気
や
怪
我
で
休
職
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
場
合
、
一
定
期
間
の
保
障
は
あ
る

も
の
の
、
休
職
期
間
が
続
け
ば
、
い
ず
れ
は
給

料
が
支
給
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

場
合
の
所
得
の
喪
失
・
減
少
を
防
ぐ
た
め
に
、

共
済
組
合
か
ら
「
傷
病
手
当
金
」
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

ど
ん
な
と
き
に
も
ら
え
る
の
？

共
済
組
合
員
が
公
務
に
よ
ら
な
い
傷
病
に
か

か
り
、
そ
の
療
養
の
た
め
に
勤
務
で
き
な
い
場

合
、支
給
さ
れ
ま
す
。公
務
上
の
傷
病
の
場
合
は
、

給
料
が
全
額
支
給
さ
れ
る
か
、
公
務
災
害
補
償

に
よ
る
補
償
が
あ
る
た
め
、
傷
病
手
当
金
の
対

象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

い
つ
か
ら
い
つ
ま
で
も
ら
え
る
の
？

傷
病
手
当
金
は
、
傷
病
に
よ
り
勤
務
で
き
な

く
な
っ
た
日
か
ら
数
え
て
、
3
日
の
待
期
期
間

を
経
た
日
か
ら
、
通
算
1
年
6
ヵ
月
間
（
結
核

性
の
病
気
の
場
合
は
3
年
間
）
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
勤
務
で
き
な
く
な
っ
て
か
ら
、
有

給
で
あ
る
期
間
に
つ
い
て
は
、
傷
病
手
当
金
の

支
給
が
全
額
停
止
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
場
合
は
傷
病
手
当
金
の
支
給
開
始
日
か
ら

通
算
1
年
6
ヵ
月
間
の
支
給
と
な
り
ま
す
（
図

6
）。

細
か
く
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
部
負
担
金
払
戻
金

高
額
療
養
費
に
加
え
、
さ
ら
に
自
己
負
担
を

軽
減
す
る
制
度
と
し
て
、「
一
部
負
担
金
払
戻

金
」
が
あ
り
ま
す
。
診
療
報
酬
明
細
書
1
件
に

つ
き
、
一
定
の
基
準
額
を
超
過
し
た
場
合
、
超

過
額
が
払
い
戻
さ
れ
る
制
度
で
す
。
基
準
額
は

各
共
済
組
合
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
2
万
～

2
万
5
0
0
0
円
程
度
の
設
定
が
多
い
よ
う
で

す
。
高
額
療
養
費
の
支
給
の
の
ち
、
さ
ら
に
一

部
負
担
金
払
戻
金
の
支
給
、
と
な
れ
ば
、
最
終

的
な
自
己
負
担
額
は
一
部
負
担
金
払
戻
金
の
基

準
額
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
（
図
5
）。

な
お
、
本
制
度
は
各
共
済
組
合
が
個
々
に
、

余
裕
財
源
の
範
囲
内
で
行
う
も
の
で
す
の
で
、

図
1
の
給
付
一
覧
（
法
定
給
付
）
に
は
含
ま
れ

ま
せ
ん
。

こ
こ
ま
で
、
高
額
療
養
費
・
一
部
負
担
金
払

戻
金
に
よ
る
医
療
費
の
負
担
軽
減
を
解
説
し
て

き
ま
し
た
。
公
的
医
療
保
険
だ
け
で
、
医
療
費

負
担
は
大
幅
に
抑
え
ら
れ
る
こ
と
が
お
分
か
り

い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の

制
度
の
適
用
は
、
保
険
内
の
診
療
に
限
ら
れ
ま

す
の
で
、
保
険
外
診
療
（
差
額
ベ
ッ
ド
代
等
）

に
つ
い
て
は
、
民
間
医
療
保
険
や
生
命
保
険
に

よ
る
ケ
ア
を
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

休
業
中
の
収
入
を
補
い
た
い
！

こ
こ
か
ら
は
、
地
方
公
務
員
が
休
業
し
、
給

図6　傷病手当金の支給例

第1日目 第2日目 第3日目

有給

待期期間

発病・休業開始

傷病手当金の支給
（通算1年6か月間）

減給→無給
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ま
た
、
傷
病
手
当
金
は
、
週
休
日
に
つ
い
て

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

い
く
ら
く
ら
い
も
ら
え
る
の
？

傷
病
手
当
金
の
金
額
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

傷
病
手
当
金
（
日
額
）
＝

給
料
日
額
×
2
／
3
×
手
当
率
（
1
・
25
）

※
給
料
日
額
＝

　

給
料
（
諸
手
当
は
除
く
）
×
1
／
22

給
料
・
年
金
等
と
の
調
整

傷
病
手
当
金
は
、
給
料
ま
た
は
障
害
共
済
年

金
等
が
支
給
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
と
の

間
に
調
整
が
か
か
り
ま
す
。
図
7
は
、
傷
病
手

当
金
と
給
料
の
調
整
の
例
で
す
。
年
金
と
の
調

整
に
つ
い
て
も
考
え
方
は
同
様
で
、
両
者
を
日

額
換
算
し
た
金
額
を
比
較
し
、
傷
病
手
当
金
の

方
が
大
き
け
れ
ば
差
額
を
支
給
す
る
、
と
い
う

も
の
で
す
。

育
児
休
業
手
当
金

地
方
公
務
員
が
育
児
休
業
を
取
得
し
て
い
る

期
間
の
経
済
的
援
助
と
し
て
、
共
済
組
合
か
ら

「
育
児
休
業
手
当
金
」
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

民
間
会
社
員
等
は
、
雇
用
保
険
か
ら
同
等

の
給
付
を
受
け
ま
す
。
し
か
し
、
地
方
公
務
員

は
雇
用
保
険
に
は
加
入
し
ま
せ
ん
の
で
、
短
期

給
付
の
一
部
と
し
て
本
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
短
期
給
付
は
基
本
的
に
は
健
康
保
険
の

代
替
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に
、

雇
用
保
険
の
代
替
と
し
て
の
側
面
も
持
っ
て
い

ま
す
。

い
つ
か
ら
い
つ
ま
で
も
ら
え
る
の
？

育
児
休
業
手
当
金
は
、
育
児
休
業
中
、
子
が

1
歳
に
な
る
ま
で
の
間
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
子
が
1
歳
に
達
す
る
前
に
、
保
育
所
の
入

所
を
申
し
込
み
、
待
機
状
態
と
な
っ
て
い
る
場

合
等
は
、
1
歳
6
ヵ
月
に
達
す
る
ま
で
の
間
と

な
り
ま
す
。

父
母
と
も
に
地
方
公
務
員
で
、
2
人
と
も
育

児
休
業
を
取
得
す
る
（
パ
パ
・
マ
マ
育
休
プ
ラ

ス
）
場
合
は
、
子
が
1
歳
2
ヵ
月
に
達
す
る
ま

で
の
期
間
の
中
で
、
父
母
で
通
算
1
年
分
の
支

給
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
育
児
休
業
手
当
金
も
、
傷
病
手
当
金

同
様
、
週
休
日
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

い
く
ら
く
ら
い
も
ら
え
る
の
？

育
児
休
業
手
当
金
の
金
額
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

育
児
休
業
手
当
金
（
日
額
）
＝

給
料
日
額
×
50
／
1
0
0
×
手
当
率（
1
・
25
）

※
上
限
額
は
9
7
7
7
円
（
Ｈ
23
・
8
～
Ｈ

24
・
7
の
間
）

以
上
、
医
療
費
負
担
の
軽
減
、
お
よ
び
休
業

中
の
収
入
の
補
て
ん
の
2
つ
の
面
か
ら
、
短
期

給
付
制
度
を
解
説
し
て
き
ま
し
た
。

次
回
は
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
の
解
説
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

図7　傷病手当金と給料の調整例

傷病手当金＞給料の場合、差額を傷病手当金として支給

傷病手当金

給料
傷病手当金として
支給


